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例 言

l 本書は、大学共同利用機関法人 ・人間文化研究機構に所属する総合地球環境学研究所 (京都市)

がおとなった、平成 18-22年度プロジ、ェク ト研究 5-3W日本列島における人間 自然相互関

係の歴史的 ・ 文化的検討~ (プロジェヲト・リーダー湯本寅和・総合地球環境学研究所 ・教授

)の地域研究班「環日本海北部地域における後期更新世の環境変動と人間の相互作用に関する総

合的研究J(略称「サハリン ・沿海州、|班」、研究代表者佐藤宏之・東京大学大学院人文社会系研

究科教授)の研究成果報告書である。

2 本書は 6章から構成されており、研究の目的と経過(第 I重量)と研究の総括(第VI章)を除いた

第II-V章は、サハリン ・沿海州班の研究計画に基づき、「植物椙変遷の復元J(第E章)、「動

物相変遷の復元J(第皿章)、「年代決定 ・テフラ分析J(第N章)、「旧石器文化の変異と変遷J( 

第V章)の各研究組織の研究成果を収録した。研究車部裁については、第 I章で記述した。

3 本書の報館は、目次に掲げた各研究分担者および研究協力者が担当した。各執筆者の所属につい

ては、分担者は第 I主主に記載しているが、協力者については下記の通りである。

赤井文人 鹿児島市教育委員会学芸員

岩瀬彬 首都大学東京大学院人文科学研究科博士課程

尾田識好 東京大学大学院~JíUj域活IJ成科学研究科博士課程

高倉純 北海道大学大学院文学研究科助教

高畠孝宗

鶴丸俊明

長沼正樹

橋詰 i開

演口階

{半別協i

八木浩司

役重みゆき

山岡拓也

枝幸町教育委員会学芸員

札幌学院大学人文学部教授

北海道大学先住民 ・アイヌ文化研究センター研究員

明治大学黒曜石研究センター研究員

首都大学東京大学院人文科学研究科修士課程

山形大学理学部准教授

山形大学地域教育文化学部教授

東京大学大学院人文社会系研究科修士課程

首都大学東京都市教養学部助教

編集は、佐藤宏之が行った。

4 本書に掲載した研究成果以外にも多数の研究成果が得られているので、これは付編に掲載し、参

考の使に供した。

5 本研究の実施にあたり、本文中でお名前を挙げた研究協力者 ・協力機関以外にも、下記の方々 ・

機関からご協力 ・ご助言をいただいた。記して謝意を呈したい。敬称略。

高原光夏木大吾アンドレイ ・タパレフ ヴアリンチーナ ・バザロヴァ アレクサンドル ・

ポポフ ユーリ ・ミキーシン アレクサンドル ・ワシレフスキ北見市教育委員会滋賀県立

琵琶湖博物館首都大学東京都市教養学部考古学研究室東京大学大学院人文社会系研究科考

古学研究室東京大学大学院人文社会系研究科附属北海文化研究常呂実習施設北方圏古環境

研究室 サハリン総合大学考古学 ・人類学博物館 ロシア科学アカデミー極東支部太平洋地理

学研究所 ロシア国立極東大学博物館



V:B 北海道上JIImr下川町北町高瀬遺跡の再検酎

B. 北海道上川郡下川町北町高瀬遺跡の再検討

演口 陪 ・長沼正樹 ・出穂雅実・高倉純 ・赤井文人

1 はじめに

高瀬追跡は 1979年と 1985年に調査報告がなされており、旧石器時代と純文時代の巡物が確認

されている(山崎 1979、大沼 1985)。今回、高瀬i立跡の再整理によって、広郷型細石刃核を伴う

石器群を確認することができた。

広刻型細石刃核は 「置戸型彫器J(戸沢 1967)、「射的山型彫器J(佐藤 1961)と呼ばれていたが、

鶴丸氏の詳細な分析を経た現在では紺l石刃核として位置づけられている(鶴丸 1979、1985)。日本

においては、広郷型細石刃核が出土した泣跡の多くは北海道に分布している。海外で広郷型細石刃核

が出土したill跡、には、朝鮮半島中部の上~~t龍里 H巡跡(鶴丸他 2000)、ロシア沿海地方南部のノボ

バルバロフカ巡跡、イ リスタヤ l追跡やゴルバトカ 5追跡 (Sato2004)、南サハリンのオリンピア 5

ill跡(ワシリエアスキー 2006)などが挙げられる。

これら広剣l型紺l石刃核を伴う石器群は類例がt菌加しているが、石材利用戦略の視点から広域移動に

行動適応した CoreReduction戦略の lつの極相;を示していると説明されている(佐藤 2002、Sato

2004、イ左I長2005)。

ζのように、高瀬追跡の報告から今日に至るまでに広郷型細石刃核に関する研究が進展している。

かつて報告された石器群を再び現在の視点から再整理 ・再検討することは少なからず意義があると考

え、以下に蒋整理した結果を報告する。

2. 高瀬逃跡の概要

(1) 辿跡の位位

高瀬追跡は北海道上川郡下川町北町に所在している。j立跡の地番は北IUJ497-1であり、名寄川の

右岸の河岸段丘に位歯している(図 1)。座様は北総 44"18' 52"、東経 142"37' 30"である(1)。

(2) 1979年、 1985年の高瀬逃跡調査報告の概袈

高瀬ru跡は 1962年に中内伊勢吉氏によって発見され、 1963年に確認調査が行われた。その後、

1979年にモサンルiS跡の報告書の附編として報告された。出土した石器は言1.482点であり、報告

者の記載による石器群の組成は、調n石刃 267点、石刃 96点、自IJ片 51点、彫告書35点、端削器(掻器)

12点、尖頭器5点、彫器未成品 5点、 可申l片 4点、平磯器4点、樋状剥離のある石器 l点、両面加

工石lffil点、石核(石核斧7)1点と報告されている(山崎 1979)。山崎氏によれば、発掘区の位

悶は段丘の 2段目の高いところに 10x 10m程のTトレンチを設定したとしている へ

1984 年にJ~道整備事業に伴って再ひ、高瀬巡跡の調査が行われた(大沼 1 985) 。 この調査は 1 963

年の調査地点のある段丘の縁辺を発掘している。第 l地区のA地点、 B地点、 C地点の3ケ所を調

査しており、 At也点が 1963年の調査地点から最も近い場所に位置している。報告者によれば、 A地

点からはポイン トの破片 l点、船底形石器 l点、エンドスクレイパー l点、スクレイパー l点の計 4
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図 1 高瀬崎跡の位置

点が出土していると報告している。B地点からはスクレイパー4点、プレイド 2点、石鍬の破片 l点、

石総の未製品 l点、剥片 270点の計 278点が出土し、 C地点からは剥出fl痕のあるプレイド l点とフ

レイク l点が出土していると報告している(大沼 1985)。これらは今回の再整理の対象になってい

ない。

上記の発掘調査における造物の取り上げについては、iQ湖、の断面図や平面図が確認できないため、

平面分布や垂直分布が検証できない状況である。しかしながら、他の巡跡の広郷型紺l石刃核を伴う石

器群の器穏組成や技術形態的特徴を比較することによって、本資料をある程度まとまりのある石器群

として扱うととが可能であると考えている。

(3) 高瀬i立跡における発掘 ・表採資料の保管状況と!帰属

今回の再整理を行った資料は、 1963年の発掘資料と逃跡内で表採された資料である。1963年の

調査で出土した資料を本稿では STY(下川町北町高瀬辿跡山崎博信調査資料)と呼称する。上記でも

述べたように出土した石器は計 482点であるが、今回確認できた STYの総数は 476点である。こ

の資料は箱に入れられて下川町郷土資料保存施設に保管されていた。石器には数字が直接普かれてい

るものと、アルファベッ トと数字が普かれたシールが貼られているものがあった。とれらは本来グリ

ッド番号や厨位などの情報であると考えられるが、今回の再鐙理では詳細を調べることができなかっ

た。しかしながら、報告書の写真や実測図を確認したところ、高瀬遺跡出土の資料であることは路実

である。

高瀬遺跡の表採資料は帰属の異なる 3つの資料がある。iつ目は 1993年に下川町教育委員会が、

中内伊勢吉氏によって高瀬遺跡で採集された資料を整理して報告をした資料である(下川町教育委員

会 1993)。本稿で、はこの資料を STS(下川町北町高瀬辿跡下川町教育委員会鐙理資料)と呼称する。

報告された資料の総数は 223 点であり、今回fJ'{~認できた資料の総数は 1 88 点である。 この資料は箱

に入れられて下川町郷土資料保存施設に保管されていた。石擦には巡跡の登録番号と整理番号が注記
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直面{慨函}ぞ空手 一個

左側面 右側面

図2 記載における広郷型細石刃核と尖頭器の各面の呼称、

されている。

2 つ目は STY 調査地点付近で出穂!!í1~実が採集した資料である。本稿では ζの資料を表採 l と呼称

する。この資料の総数は l点である。

3つ自は 1985年の高瀬遺跡調査報告書において報告された表採資料と未報告の表採資料である。

この資料も中内伊勢吉氏によって高瀬辿跡で採集された資料である(大沼 1985)。本稿ではこの資

料を表採 2と呼称する。報告された資料の総数は 31点である(大沼 1985)。今回確認できた資料は

19点である。また、未報告の採集資料が 9点(石核 I点、彫器2点、石刃 5点、 削片 l点〕確認

できた。報告された資料は下川町ふるさと交涜館に展示されていた。未報告の資料は箱に入れられて

下川町郷土資料保存施設に保管されていた。との資料には辿跡の登録番号が注記されている。

資料が確認できたものは本稿末の表 l に属性データを示した。また、 ~見したが計測することが

で、きなかった資料も表に示した。

3. 資料の再整理

(1) STY (下川I1IJ北町高瀬遺跡山崎博信調査資料)

以下の報告は筆者が分類した恕程ごとに提示していく。骨苦種によっては複数の石材がみられるの

で、その場合は石材ごとに提示している。本稿における広郷型制11石刃核の各面は尾田 (2009)を参照

して図2のように呼ぶ。また、尖頭器の左側の平面図をA面、右側をB面とした。

細石刃核 (図3)

紺l石刃核とした資料は黒曜石製 8点であり、いずれも広郷型細石刃核(鶴丸 1979、1985)であ

る。すべて図示している。図 3: 1 (STY264)は比較的薄手の石刃を素材とする。素材の打面側に

純ß石刃剥自f~の作業面を設定し、裏面にも折れ面側からの樋状剥自ftが確認できる。 知l石刃剥離の作業

面は素材の右肩斜めに設定されており、長さ 3cIll前後の直線的な紺l石刃が剥離されている。細石刃

剥南ft面を正面とした時、左側而に平坦な加工が施されている。また、細石刃剥離の末端部に左側面

側への加工が施されている。最大厚は 8.81ll1llである。図3・2(STY270)は厚手の石刃を素材とす

る。左側面から見て右側縁に細石刃剥離の作業面を設定している。最大で長さ 5cIll前後の直線的な

細石刃が剥国ftされている。左側面に平坦な加工が施されており、衷耐には打面調整が施されている。
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最大厚は 8.8mmである。表面の光沢が消失しており、被熱の可能性がある(中沢 1998)。図 3:

3(STY263)は厚手の石刃を素材とし、左側面から見て右側縁に作業面を設定している。上端が折損

した後に、乙の折れ而を打面とした割11石刃の剥離が試みられている。最大厚は 14.0mmである。図

3 : 4(STY265)は比較的薄手の剥片を素材とし、左側面から見て右側1)縁に調11石刃剥離の作業面を設定

している。右 ・左側面に被熱で割れている部分がある。fE大厚は 6.4mmである。図3: 5(STY268) 

は厚手で自然而を広く残す剥片を素材とし、左側面から見て右側縁に細石刃剥itltの作業面を設定して

いる。上端は正面→袈蘭方向に折領している。下端は裂函→正面方向に樋状剥出!tが見られる。L属国に

は下端からの階段状の剥離が見られる。最大厚は 10.8mmである。図 3: 6(STY267)は厚手の石刃

を素材とし、左側面から見て右側縁に制11石刃剥離の作業面を設定している。下端は正面→裏面方向に

折損している。制11石刃剥離商は 5函確認できるものの、 打函方向から'i'ili1.5cmの大きな樋状剥離に

よって細石刃剥出世間のほとんどがなくなっている。最大厚は 12.00101である。図 3: 7 (STY269)は

素材の形状は不明である。作業商が正面と表面の両方に見られる。上端・下端とも折損している。裏

面の細石刃剥隣国を見ると、折れてから制11石刃華1)雌が行われている。最大J!].は 8.6mmである。図3:

8(STY266)は厚手の石刃を素材とし、左側面から見て右側縁に細石刃剥自!tの作業面を設定している。

上端 ・下端ともZ昼間→正面方向で、折損している。最大厚は 10.90101である。右側面は被熱により光

沢を消失し、リング ・フィッシャーが見えにくくなっている。

削片 (図4)

削片とした資料は黒曜石製 29点である。その中で 12点ClI個体)図示している。ζれらは縦

石刃製作に関わる資料である。図 4: 1 (STY315)は広郷型細石刃核の打面形成削片である。上端部

と左側面に細かい二次加工がみられる。図 4: 2(STY314)は広郷型制11石刃核の打面形成削片である。

上端部と左側面に細かい二次加工がみられる。図 4: 3(STY312)は一次削片である。背面に自然面

が残り、右側面にJl担面から背面に向かつて二次IJ日工がみられる。図 4:4 (STY370)は一次削片である。

背面の右半分に二次加工がみられる。図 4: 5(STY297)は一次削片である。右側面 ・左側面には制11

かい二次加工が見られる。図 4: 6 (STY306)は一次自1)片である。右側面 ・左側面には細かい二次加

工が見られる。図 4:7 (STY3 1 1)は一次削片である。右側面 ・左側面には細かい二次加工が見られ

る。背面の一部に打面側からの樋状剥離が施されている。図 4: 8(STY302)は二次削片である。先

行する細石刃剥自!t面が 2面みられる。図 4: 9(STY305)は二次削片である。先行する細石刃剥離面

が4面みられる。図4:1 0(STY320 + 318)は二次削片である。先行する紺1石刃剥離面が 1j買みられ、

右側面には細かい二次加工がみられる。図 4: II (STY31 0)は二次削片である。先行する細石刃剥離

面が5面みられる。

細石刃 (図 5-図 10)

細石刃とした資料は黒H記石製 246点である。その中で 242点を図示した。細石刃は折れているも

のがほとんどであり、完形のものは少ない。図5:1- 6は、完形あるいは完形に近いとした資料で

ある。最大幅は図 5:1-3が 301m、図5・4-5が 4mm、図 5:6が 5mmである。図5・7-

48と図 6:1-14は細石刃の打点を残す資料である。最大幅は図 5:7 - 10が 3mm、同 5: II 

-26が 4mm、図 5:27 - 43が 5mm、図 5・44- 48と図 6:1 - 10が 6mm、図 6:11-

14が 7mmである。図7、図 8、図 9、図 10:1 - 16は制11石刃の打面と末端を欠損する資料である。

最大幅は図 7:1- 4が 2mm、図 7:5 - 32が 3mm、図 7:33 - 54と図 8:1 - 32が 4mm、

図8:33 - 48と図 9:1- 21が 5mm、図 9:22 - 48と図 10:1 - 6が 6mm、図 10:7-
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図6細石刃 (2)

8 が 7mm、図 10 ・ 9~ 16が8mmである。図 10:17 ~ 30は細石刃の末端部を残す資料である。

最大l隔は図 10:17 が 2mm、図 10 :1 8 ~ 2 1 が 3mm、図 10:22 ~27 が 4mm、 図 10: 28 ~ 

29が5mm、図 10:30が8mmである。

石刃 (図 11、図 12)

石刃とした資料は黒曜石製 27点、チャート製 35点、硬質頁岩製 3点の計 65点である。その

中でチャート製 7 点(図 1 1:1 ~ 7) 、 黒l礎石製 6 点(図 1 2 : 1 ~ 6)、硬質頁岩製 l点(図 12

7)の計 14点を図示した。両側縁が平行し、背面に両側縁と平行する稜をもち、長幅比が 2:1以上

のものを石刃とした。図 11: 1 (STY 410)はチャート製の石刃の打点を残す資料であり、細かい打

面調整がみられる。図 11・2(STY403)はチャート製の石刃の打点を残す資料であり、頭部調盤が

みられる。図 11: 3 (STY391)はチャート製の石刃であり、細かい打面調整がみられる。図 11

4 (STY40 1)はチャート製の石刃であり、上端部の折れ面は背面から腹簡に向かつて折れている。図

11 : 5 (STY395)はチャート製の石刃であり、打面調整がみられる。図 11: 6 (STY399)はチャート

製の石刃であり、背面には複数の方向からの剥目Ifがみられる。図 11: 7 (STY397)はチャー卜製の石

刃であり、 上端部の折れ面は腹面から背面に向かって折れている。図 12・1(STY375)は黒H程石製の

石刃であり、上端部 ・下端部ともに折れている。図 12:2(STY418)は黒限石製の石刃であり、背面

の一部に擦痕がみられる。上端部 ・下端部ともに折れている。図 12: 3 (STY373)は黒l礎石製の石

刃であり、背面の右側には細かい調整がみられる。図 12-4(STY381)は黒限石製の石刃であり、頭

部調整がみられる。図 12:5(STY374)、黒l畷石製の稜付きの石刃であり、作業面形成の際に剥離

されたものである。背面左側にみられる稜は右側縁から左側縁に向かって剥離されている。図 12: 

6 (STY380)黒曜石製の打面再生剥片であり、背面の一部に擦痕がみられる。図 12:7(STY400)は

頁岩製の石刃であり、打面に細かい調整が施され、背面の右側縁に細かい二次加工が鈍されている。
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図8 細石刃 (4)
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細石刃 (6)

彫器(図 13-図 18)

彫器とした資料は黒11程石製 10点、チャート製 16点、政質頁岩製 2点の計 28点である。その中

で黒l濯石製 8点(図 13:1- 3、図 14:1- 5)、チャー卜製 15点(図 15:1 - 3、図 16:1 -6、

図 17: 1 -6)、硬質頁岩製 2点(図 17:7 - 8)の計 25点を図示した。図 13: 1 (STY279)は剥片

または石刃を素材とし、右側縁に上端部から下端部に向かつて樋状剥自ftが施されている。また、背面

の右側から左側にかけて斜めにも樋状剥離が施されている。下端部には!阪商から背面に向かつて平坦

な二次加工が連続的に施されている。図 13: 2(STY276 + 388)は比較的苦手手の石刃を素材とし、左

側縁に長さが約 6cmの樋状剥出ftが施されている。素材の上端部・下端部ともに細かい二次加工が施
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V:B 北海道上川郡下川町北町高瀬辿跡の再検討
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図 11 石刃(1)

されており、右側縁には微細剥離が見られる。図 13: 3(STY278)は石刃を素材とし、樋状剥離は右

側縁に上端部から下端部にかけて設定されている。上端部と背面の左側には入念な二次加工が施さ

れており、下端部は背面から!波面に向かつて折れている。被熱によって全体が白色化している。図

14 : 1 (STY273)は、比較的薄手の石刃を素材とし、両側縁の腹商に上端部から下端部にかけて樋状

剥離が施されている。上端部に樋状剥自I!面作出のための打面調整が入念に施してあり、右側縁には制II

かい二次加工が施しである。凶 14: 2(STY277)は、素材は不明であるが石刃の可能性が高く、左側

縁に上端部から下端部にかけて樋状剥離が施されており、 それに切られている樋状剥離がもう lつ

見られる。右側縁には下端部からの樋状剥離が見られ、 11壁面と背面が被熱によって光沢を失ってい

る。図 14:3(STY272 + 307)は、比較的厚手の石刃 (STY272)を素材とし、 lまぽ中央で折れているd
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被熱によって石総全体が光沢を失っている。下端部の折れ面は被熱の影響を受けておらずおそらく被

熱後に折れたと考えられる。また、削片 (STY307)が媛合しており、削片は被熱の影響をうけてい

ないことから、被熱前に本体力、ら剥離されたと考えられる。図 14:4 (STY275)は、石刃を素材とし、

右側縁に下端部から上端部に向かって樋状剥離が施されており、さらにそれを切るように上端部から

の鑓状剥隊が施されている。背面の左側は左側縁からの平坦な二次IJD工が上端部から下端朔lまで施さ

れている。下端部の折れ面は背聞からl仮面に向かつて折れている。図 14:5(STY274)は、ij¥IJ片を素

材とし、右側縁の腹面に幅が約 lcmの樋状剥離が上端部から施されており、また下端部からの短い

樋状剥離も入っている。上端部の折れ簡は背面から腹而に向かつて折れている。最大厚は 15.4mm

である。図 15: 1 (STY290)は打而転移あるいは石刃核の稜形成に関わる剥離面を背面にもつ剥片そ

素材とし、両側縁に上端部から下端部にむかつて樋状剥離が施されている。左側縁の方が右側縁より

も長い樋状章IJ離が施されている。図 15: 2(STY281)は石刃を素材とし、両側縁に樋状剥離が施され

ている。左{P.lJ縁は上端部から下端部にむかつて、右側縁は下端部から上端部にむかつて樋状剥離が施

されている。上端部には細かい二;!;(jJ日工が施され、下端部の折れ面は背面から腹面にむかつて折れて

いる。図 15: 3(STY288)は石刃を素材とし、友側縁の上端に短い緬状剥出!tが施されている。下端部

の折れ面は腹面から背面にむかつて折れている。図 16: 1 (STY296)は稜っき石刃を素材とし、樋状

刑IJiil!tは素材JJ!i商の右側から左側にかけて綴位に施されている。図 16: 2 (STY293)は薄手の剥片を素

材とし、左側縁に樋状剥離が斜めに施されている。上端部には樋状剥日!t面作出のための打面調整が施

されている。図 16・3(STY280)は剥片を素材とし、左側縁にほぼ垂直に下ろすように掘が約 2mm
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の樋状剥目ftが施されている。背面の下端に挟入状の剥離が入っている。被熱の可能性がある。図

16 : 4(STY289)は石刃または剥片そ素材とし、 左側縁にほぼ垂直に下ろすように樋状剥離が施

されている。背面の上部には右側縁にj仮面から背面に向かつて二次加工が施されている。図 16: 

5 (STY285)は石刃を素材とし、左側縁にほぼ垂直に下ろすように、長さが約 5cmを測る樋状剥離が

施されている。上端部に樋状剥離面作出のための打面調整が施されている。図 16: 6(STY398)は石

刃を素材とし、右側縁の上端に短い樋状剥離がみられる。との樋状剥雌而は、背面右側の下端部から

上端部にかけての剥自ft面によってほとんどが失われていると考えられる。上端部には樋状剥南ft面作出

のための打而調整が施されている。下端部は背而から腹面に向かつて折れている折れ面がある。図

17 : 1 (STY292)は剥片を素材とし、左側縁にほぼ垂直に下ろすように緬状剥離が施されている。上

端部には樋状剥目ft面作出のための打而調盤が施されている。下端部の折れ而は背面から腹面に向かつ

て折れている。図 17: 2(STY287)は剥片を素材とし、右側縁にほぼ垂直に下ろすように樋状剥離が

施されている。上端部には樋状剥隣国作出のための打面調整が施されている。下端部の折れ面は腹面

から背面に向かつて折れている。図 17: 3(STY283)は剥片を素材とし、左側縁にほぼ垂直に下ろす

ように樋状剥離面が施されている。背面には大きな剥自ftが確認できる。下端部の折れ面は腹面から背

面にむかつて折れている。図 17: 4 (STY294)は石刃を素材とし、左側縁にほぼ垂直に下ろすように

樋状剥峨が胞されている。上端部には樋状剥雌面作出のための打面調整が施されている。下端部の折

れ面は背面からsf:1函に向かつて折れている。図 17: 5 (STY284)は剥片を素材とし、左側縁にほぼ丞
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直に下ろすように組状剥離が施されている。樋状剥自ftは上端部から下端部にむかつて約 2cmのとこ

ろで‘段状になっている。右骨¥1闘は!阪商から背而に向かつて急角度な二次IJ日工が施されており、下端部

の折れ簡は背面から腹面にむかつて折れている。図 17: 6(STY286)は石刃を素材とし、左側縁にほ

ぼ丞直に下ろすように樋状剥離が施されている。下端部には腹面から背面に向かって急角度な二次加

工が施されており、上端部の折れ商は左側縁から右側縁にむかつて折れている。図 17: 7 (STY282) 
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図 15 彫器(3)

は石刃を素材とし、樋状剥離は素材腹面の左側から右側にかけて横位に施されている。背面の下部に

は急角度な二:ffdJ日工が施されており、右側縁の上部には組状剥離面作出のための打面調整が施されて

いる。図 17: 8(STY295)は背面全体が二次加工で却われているので素材は分からない。樋状剥離は

素材腹面の左側から右側にかけて横位に施されている。背面全体に入念な二次11日工が施され、腹面の

下部にも二次加工が見られる。

彫器自IJ片 (図 18)

彫器削片とした資料は黒曜石製 29点、チャート製6点の言135点である。その中で黒IlIil石製 29

点(図 18: 1 -29)、チャー ト製4点 (図 18:30 -33)の計33点を図示している。断面が著しく

ー側面に偏った三角形あるいは台形のもの(図 18:1-8， 10-26，30-32)、断面が左右対称に

近い三角形を呈するものが見られる(図 18・9，27 -29， 33) 。 とれらの資料は主に側刃形の彫g~

の製作に関わる彫務自IJ片と思われる。なお、黒限石製の彫骨骨削片は長さが短く、薄手のものが多い。
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図 18 彫器削片

削器(図 19)

削器とした資料は黒曜石製6点とチャー ト製5点の計 11点である。その中で黒曜石製3点(図

19 : 1 - 3)、チャー ト製3点(図 19:4 -6)を図示した。図 19:1 (STY420)は石刃を素材とし、

背面の両側縁に細かな二対日工が施されている。腹面にはほとんど二次加工が施されていない。下端

部の折れ面はH壁面から背面にむかつて折れている。図 19:2 (STY4 14)は石刃を素材とし、腹面の両
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図 19 削器

側縁に二次加工が施されている。上端部 ・下端部ともに折れており、上端部の折れ面は背面か

ら腹面にむかつて折れており、 下端部の折れ面は腹而から背面にむかつて折れている。図 19

3(STY359)は、市l片を素材とし、背面の両側縁と服部の一部に二次加工が施されている。下端部

の折れ而は背面から腹面に向かつて折れている。石器全体が被熱によって変色している。図 19

4 (STY 472)は石刃を素材とし、背iiiiの両側縁に制11かい二次加工が施されており、一部に自然面老

残している。 下端部の折れ面は背面からII~面に向かつて折れている。 図 19 : 5(STY47 1)は石刃を
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素材とし、左側面の背面とH昼前の一部に二次加工が施されている。下端部の折れ面に腹面から背

商にむかつて二次加工が施されている。図 19: 6 (STY 434)は剥片を素材とし、背面の右側縁側に

二次加工が施されており、背面の一部に自然商が残っている。l復商に大きな剥離商が確認できる。

掻器(図 20、図 21)

掻器とした資料は黒11m石製 3点とチャート製 12点の計 15点である。その中で黒i樫石製 2点

(図 21 ・ 1-2)、チャー卜製 12 点 (~120 : 1 -8、図 21: 3 -6)の苦1-14点を図示した。図 21: 

1 (STY341)は背面全体に二次加工が施されているので素材は分からない。下端部に急角度の二次加

工を施して刃部を作出している。背面の上端が被熱によって変色している。図21: 2(STY340)は石

刃を素材とし、下端部に急角度の二次加工を細かく施して刃部を作出している。 両側縁には微判IJ~J雌

痕が見られる。上端部の折れ面は背面から!仮面にむかつて折れている。図 20: 1 (STY344)は剥片を

素材とし、両側縁と下端部に二次1J日工を施して刃部を作出している。図20: 2 (STY34 3)は剥片を素

材とし、下端部に急角度な二次加工を施して刃部を{乍出している。図20: 3(STY345)は剥片を素材

とし、下端部に急角度な二次11日工を施して刃部を作出している。背面の一部には自然面が残っている。

図20: 4 (STY348)は剥片あるいは石刃を素材とし、下端部に急角度の二次加工を施して刃部を作出

している。左側面には上端部から下端部に向カ、って素材をたち切るような剥離が認められる。l皮面側

に自然商が取り込まれている。図 20: 5(STY347)は剥片を素材とし、下端部に急角度な二次加工を

施して刃部を作出している。18120: 6(STY346)は石刃を素材とし、下端部と上端部に細かい二次加

工が施されている。左側面に自然商が残っている。図20: 7(STY352)は、剥片を素材とし、下端部

と両側縁に急角度な二次加工を施して刃部を作出している。背面と主剥自fl商の剥離方向はほぼ同じ方

向にむかつて剥離している。図20:8(STY474)は石刃を素材とし、下端部に急角度な二次加工を胞

して刃部を作出している。図21: 3(STY350)は剥片を素材とし、下端部に二次加工を施して刃部を

作出している。上端部の折れ聞は!仮面ヵ、ら背面にむかつて折れている。図 21: 4 (STY342)は剥片あ

るいは石刃を素材とし、下端部の右半分に二次加工を施して刃部を作出している。上端部の折れ函

は腹面から背面にむかつて折れている。図21:5 (STY351)は石刃を素材とし、下端部に細かい二次

加工を施して刃部を作出している。上端部の折れ面は腹面から背面に向かつて折れている。図21: 

6(STY349)は剥片を素材とした掻器の刃部の欠片と考えられ、祈れ面は腹面から背面にむかつて折

れている。

尖頭器(図 22)

尖頭器とした資料は黒l程石製 3点とチャート製2点の計5点である。その中で黒曜石製3点(図

22 : 2. 4. 5)、チャート製2点(図 22: 1. 3)すべて図示した。図22-1(STY 427)は全面が平坦な

二次加工に積われ、素材は不明である。下端部には若干の微細剥離が見られる。欠損は認められな

い。両面にある二次工の剥離面のほとんどは、 l枚ごとが大きく、そして中に入りとんでいる。図

22: 2(STY413)は全面が平坦な二次加工に額われ、素材は不明である。苦手く深い二次加工がほとん

どである。細かい調鐙はほとんどみられない。被熱によって光沢が失われいる。図22: 3 (STY 426) 

は両面とも入念な二次加工に槌われ、素材は不明である。 木~形を皇しており、務く深い二次加工

が両面に施されている。裏面の右側縁の一部には微細な剥出flがみられる。断面はレンズ状で、最大

幅は器体中央部にある。1ケ所鍛合しであるが、過去に接着剤で着けられており、無理に取り外す

と破損する恐れがあるので、折れ面は確認できなかった。図22:4(STY412)は有茎尖頭器の茎の

部分と考えられる。両面とも細かい二次加工が施されており、折れ面は A面から B面に向かつて
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図20 掻器(1)
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図21 掻器 (2)

折れている。図22:5(STY4J J)も有茎尖頭器の茎の部分と考えられる。 A面には細かい二次加工

が施されており、 B面には大きな最IJ国It面が見られる。折れ面は A面から B商に向かって折れている。

錐形石器(図 23)

錐形石器とした資料はチャート製6点である。その中で 5点(図 23: J -5)を図示した。図

23 : J (STY355)は石刃を素材とし、下端部に刃部を作り出している。下端から左右の側縁の一部

に細かい加工が施されている。図23: 2 (STY357)は剥片を素材とし、素材の打面側と下端部に刃

部を作り出している。背面の一部には自然面が残っており、左側縁には細かい剥離が施されている。

図23:3 (STY354)は折れた石刃を素材とし、下端部に刃部を作り出している。図23:4 (STY353) 

は剥片を素材とし、下端部に刃昔rsを作り出している。背面のほとんどに自然面が残っている。図

23 : 5 (STY356)は比較的厚手の石刃または剥片を素材とし、素材の打面側の下端部に刃部を作り

出している。背面は上端部 ・下端部の両側縁に細かい剥出Itが施されている。

斧形石器(図 24)
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図22 尖頭器

斧形石器とした資料は砂岩製 4点である。その中で 3点(図 24: 1 ~ 3)を図示した。とれらの資

料は風化が激しく剥目1I商の観察が困難な場合もある。いずれも薄手の剥片を素材とし、縁辺にわずか

な二次加工を施している。 広員~I型細石刃石官官群が出土した他の遺跡でも、頬似した資料が見られる。

例えば、広郷 20巡跡(久保他 198!)、中本巡跡(日本考古学協会 1999年度釧路大会実行委員会

1999)、元UIJ2遺跡(日本考古学協会 1999年度釧路大会実行委員会 1999)などが挙げられる。

石核 (図25)

石核とした資料はチャート製 l点である。図25: 1 (STY 440)は正面 ・裏面の一部に自然面が残っ

ている。正面は上方から石刃剥離が行われており、裏面は上方 ・下方から石刃剥離が行われている。
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正面上方や正面右側縁、裏面右側1)縁には微細な最1)出Itによる調整が確認できる。

(2) STS CF)lIIIIJ北IIIJ高瀬iI2跡下)11 IIIJ委員会盤政資料)

削片 (図 26: 1) 

V: B. i直口結ほか

3 

5 

5cm 

削片とした資料は黒曜石製 2 点である。 その中で l 点 (~I 26: 1)を図示した。図26:1 (STS077) 

は二次削片である。先行する制11石刃剥自1I面が8商みられる。

細石刃核(図 26:2) 

細石刃骸とした資料は黒IIlil石製 l点であり、広郷型釧石刃核である。図 26: 2 (STS090)は比較

的薄手の石刃あるいは剥片を素材とし、右側面に調n石刃剥自1I面が3面確認できる。上端部以外には

二次加工がほとんどみられない。

削器 (図 26:3 ~ 4) 

ドiリ穏とした資料は黒i際石製 12点、チャート製4点の言1・16点である。その中で黒曜石製2点(図

26:3，4)を図示した。図 26-3(STS085)は石刃を素材とし、右側縁に制nかいこ判J日工が施されている。

図 26: 4 (STS094)は剥片を素材とし、右側面の一部に細かい二次加工が施されている。
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図25 石核
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掻擦とした資料は黒曜石製 2点、チャー ト製 2点の計 4点である。その中で黒曜石製 l点(図

26 : 5)を図示した。図26・5(STS102)は石刃を素材とし、下端部に急角度の二次加工を施して

刃剖lを{乍出している。

模形石器 (図 26:6) 

模形石器とした資料は黒曜石製 l点である。図26:6(STS106)は模形石認であり、背面に燃痕が

みられる。背面の右側縁には細かい二次加工が施されている。左側面には短い緬状剥離がみられる。

腹面には両極剥雌が見られる。
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彫器(図 26:7) 

彫器とした資料は黒曜石製 l点、チャート製6

点の計 7点ある。その中で黒H程石製 l点(図 26: 

7)を図示した。図 26:7は (STS105) は石刃を

素材とし、右側縁に細かい二次加工が施され、左

側縁には微細剥離痕が見られる。上端部・下端部

ともに折れている。sI'l面には浅い樋状剥再Itがみら

れる。

彫器削片(図 26:8 ~ 11) 

彫器削片とした資料は黒l確石製 4点、チャート

製 2点の計 6点である。その中で黒11程石製4点(

図 26: 8 ~ 11)を図示した。図 26: 8(STS057) 

は一次削片であり、断面が左右対称に近い三角形

を呈しており、背面には細かい調整もみられる。図

く〉
D 5cm 

図29 有茎尖頭器

26: 9 ~ 11は二次削片であり、断面が著しくー側面に偏った三角形あるいは台形を呈している。こ

れらの資料は主に側刃形の彫器の製作に関わる彫器削片と思われる。

石刃 (図 27: 1 ~ 10) 

石刃とした資料は黒11霊石製 29点、チャート製 35点の計 64点である。その中で黒曜石製 11点

00 個体)を図示した。 図 27 ・ 1 ~7 は比較的薄手で、小型の石刃である。 図 28: 4以外はすべて上

端部 ・下端部が折れている資料である。図27: 8(STSI00)は石刃の上端部であり、頭部調整がみら

れる。図27:9(STS110)は背面に擦痕がみられる。上端部 ・下端部ともに折れている。図27:10 

(STS098 + 108)は接合資料であり、背面には自然蘭が残っている。細かい打面調獲が施されており、

右側縁には微制服j自f!痕が見える。

細石刃(図 28:1 ~ 57) 

細石刃とした資料は黒曜石製 57 点とチャート 3 点の計 60 点である。 その中で黒II~石製 57 点

(図 28: 1 ~ 57)を図示した。図 28:1 ~ 2は完形あるいは完形に近いとした資料である。最

大幅は図 28:1が 4mm、図 28:2が 7mmである図 28:3 ~ 19は細石刃の打点側とした資料

である。 最大幅は図 28 ・ 3~6 が 4mm、 図 28 ・ 7 ~ 10が 5mm、図 28:11 ~げが 6mm、

図 28・18~ 19は7mmである。図 28:20 ~ 55は部11石刃の中間部とした資料である。最大

幅は図 28:20 ~ 26が 3mm、図 28・27~ 35が 4mm、図 28:36 ~ 44が 5mm、図 28: 

45 ~ 50が 6mm、図 28・51~ 54が 7mm、図 28:55が 8mmである。図 28:56 ~ 57は

紺!石刃の下端部とした資料である。最大幅は図 28:56が3mm、図 28:57が 5mmである。

(3) 表孫資料 1(STY調査ft!lr.¥¥付近で11¥秘雅実が採集した資料)

有茎尖頭器(図 29)

有茎尖頭器とした資料は黒l懐石製 l点である。図29・1(表採 1-1)は両面とも入念な二次加工

に夜われ、素材は不明である。A商の茎部分には下端部から上端部に向かって縦i帯状剥自f!痕がみられ

る。
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図30 彫器、掻器、石刃

(4) 表採資料 2 (中内伊勢吉氏によって高瀬i自跡から採集された資'lED
本資料のうち図 30:3~ 4、図 32:2 以外は 1 985 年に報告されている資料(大沼 1985) であるが、

改めて図化して再検討を行う。

彫器 (図 30:1) 

彫器とした資料は黒l濯石製 2点、チャート製 l点の言13点である。その中で黒曜石製 l点(図

30 : 1)を図示した。図 30: 1 (表採 2-4)は石刃を素材と し、樋状剥日ftは素材腹面の左側から右側に

かけて横位に施されている。また左右側縁には細かい二次加工が施されている。

掻器 (図 30:2) 

掻器とした資料は黒IIU!石製4点、硬質頁岩製3点、硬質頁岩 2点の言1-9点である。その中で黒曜

石製 l点(図 30:2)を図示した。図30:2(表採2・9)は石刃あるいは剥片を素材とし、背面の左右
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。 5cm 

図31 石核

側縁には細かい二次iJ日工がみられる。下端部に急角度の二次11日工を施して刃部を作出している。

石刃 (図 30: 3，4) 

石刃とした資料は黒曜石製 4点、チャー 卜製 1)誌の苦l'5点である。その中で黒H程石製 2点(図

30: 3，4)を図示した。図30:3(表奴2・17)は黒曜石製の石刃である。却11かい打面調整が施されている。

背而の3面と主剥目It面の剥離方向はすべて同一である。図30:4(表採2-15)は黒曜石製の石刃である。
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図32 石核
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頭部調整の後に入念な出しを行っている。

石核 (図 31、図 32)

石核とした資料は黒H複石製 2点、チャート製 3点の音l'5点である。その中でチャート製 3点(図

31 : 1、図 32・1，2)を図示した。図 31: 1 (表採 2・1)は各函に自然面が残っている。正面には石刃

剥離カt行われており、左側面には細かい調整がみられる。図 32: 1 (表採 2-2)は裏面に自然面が残

されており、左側面では上方から下方に石刃剥自11カt行われ、 一部には調獲が施されている。正面では

下方から上方に石刃剥離が行われている。図 32:2(表採 2-20)は左側面と表面に自然面が残されて

いる。正面では石刃烈IJJiJIlカ1行われ、右側面では右側カ、ら左側への剥離面がみられる。

4. おわりに

本稿では 1963年の高瀬辿跡の発抑資料と帰属の異なる 3つの表採資料を再整迎し、資料の全体

の概要を示した。資料の出土状況に関しては上記で述べたように STYの遺物の取り上げについては、

遺跡の断面図や平面図が確認できないため、 今回は石器集中レベルでの議論ができない状況である。

利用されている石総石材は黒暇石、チャート、硬質頁岩、 砂岩であり、黒限石とチャー卜の占める

割合が高い。高瀬追跡から出土したチャー ト製の石器は下川町にあるチャー トの原産地から持ち込ま

れたと考えられる。

高瀬巡跡から出土している広郷製剤11石刃核は完形の資料が少なく、折損しているものや被熱がみら

れるものが目立つ。今回の再整理によって高瀬逃跡の資料は、広刻l型紺l石刃核を伴う石器群によって

構成されていることを確認することができた。高市lJ.Y跡の石器lfofoの器種組成はある程度まとまってお

り、広郷型細石刃核を伴う石器若手が出土している他の逃跡と対比が可能である。例えば、広郷遺跡(大

場 ・大谷 1959)、広郷 20遺跡(久保他 1981)、中本遺跡(日本考古学協会 1999年度釧路大会実

行委員会 1999)元IIJJ2遺跡(日本考古学協会 1999年度釧路大会実行委員会 1999)などがある。

論指f
本稿で、扱った高瀬追跡の資料分析の際には、下川町教育委員会の今井真司氏に多くの使宜を図って

いただいた。岩瀬彬氏、亀井翼氏から草稿に対して貴重など意見をいただいた。記して深く感謝申し

上げます。

註

(1) 高瀬巡跡の座標データは筆者のうち出口が現地に行き、ハンディ GPSで測ったデータを使用している。

(2) 2000年に出税'が山崎氏から直接伺った情報である。
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V:B 北海近上川郡下川町北町高瀬i自跡の再検討

表 1 高瀬遺跡資料一覧(1) ※最大長、最大幅、最大厚の単位は (mm)

1m 置 |備 者

13-1 
3-2 
3-3 
3-4 

農掌3-5 2: 
3-6 奇襲一

11 

3-) ISTY269 
3-8 ISTY266 刃筏

4-1 ISTY314 
4- 5成削 片

11片

片 32 10 4 
n 41 3 0.6 

)6 4 5.6 
4- 4 6.5 2.1 
4- )2 1 ~1 4 5 
4- 片

4- ，TY318 2.2 
4- Y320 71318と接合

4- Y31 

3336 8 4 1317と宿首

4.9 
rY30 24 2.1 

24 ~.3 ).4 

1.0 2.9 

44 
26 

l黒曜

0.4 

ト一一 SSTTYY33353 8 
3 
).6 

rY385 l.5 
'194 I刃

L王 1.3 
1.0 

害者
1.4 

15-7 
15-8 
15-9 '075 18 1.5 
15ー1 115 11晶臨 0.8 
5-1 |属服 4 。
5-1 |探腿

5-1 |描 阻

|黒陥

|晶附

1.1 
1.4 

15-1 
15-1 rYl03 20 
15-20 4 。
15-21 

rY073 |黒岡E
rY201 
rY141 

3、 2.0 ).3 
3 2.5 2 
12 

5 
Y081 

5-31 STYI99 E 
5-32 STY234 |拠地
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表 1高瀬巡跡資料一覧 (2)
l図版 4 名称 |重量 |備 考
5守 33 >TYI 
15-34 HY 
5-35 ISTY074 21 ).) 

5-36 ISTY07) 2) ).2 
5-37 ISTY054 

盟盟掴主互石主Z刃L L 
20 1.2 0.) 

5-3B ISTY) )2 24 1.6 0.2 
5-39 22 5 1.5 0.2 
5-40 )TY198 I刃

223 5 
0.3 

5司 41 ;rY076 I刃 2.3 0.3 
15-42 I刃 l石 25 1.3 日2
15-43 

E3TTYY00698 5 
[刃 l右 26 2.4 0.4 

15-44 I刃 [石 4 。
15-45 STYOB5 刃 15 1.7 0.2 
15-46 刃 5 0.2 
15-47 刃 6 2.6 0.2 
15-4B 20 l.B 0.3 
16-) 20 4 0.2 
16-2 2) 1.6 0.2 
16-3 5TYI 悶Z 23 2.3 0.4 
16-4 5TY007 25 2.5 0.4 
16-5 2， l.6 ).2 
16-6 STY060 2， l.5 3 
16-7 5TY061 

2228 9 9 
2.6 ).4 

16-B 2.2 ).4 

16-9 !壬 2.5 ).5 
16-)0 5TYI7Q 35 2.B ).5 
16-)2 :;TY109 ;石 24 1.6 0.3 
16-)3 STYI72 i石 2B 2.2 l.4 
16-14 !右 30 2 ).6 
17-) TYIB9 !石 10 1.7 ~O. ) 

17-2 STY261 (石 )0 2 ).9 <0 
17-3 !右 2 
17-4 STY181 i石 >'9 0.1 
17-5 STY186 3 <0 
17-6 

SSS了TTYYY20104224 1 
10 2 <0 

17-7 0.9 0.1 
17-B 10 l.6 
17-9 

SS5TTTYYY2112554 5 4 
E刃 10 l.6 <0 

17-10 E刃 0.7 <0 
17-11 7刃

襲
3 l.4 

17-12 
2SST立TYY坐2241L1 1 

E刃 )2 
17-13 l刃 14 2 o 
17-14 )2 l.3 
7-)5 3 
7-)6 J.B 
7-1 14 l.3 。
7-1B ，J') )5 1.7 
7-)9 l珂 2 
7-20 l刃 14 l.5 
7-21 l.5 
7-22 刃 1.6 0.1 
7-2: 刃 14 1.2 0.1 
7-24 刃 O.B 0.1 
7-25 ISTY)37 刃 l.9 0.1 
7-26 ISTYIBB 刃 』旦 0.1 
7-27 ISTY230 理主 刃 1.5 0.1 
7-28 ISTY217 刃 1.0 0.1 
7-29 ISTY215 刃 ]旦 0.) 
7-30 ISTY179 刃 〈

7-3) ISTY213 刃 0.9 〈

7-32 ISTY063 [刃 2) 2 0.2 
7-33 ISTY046 四石刃 2 0.1 
7-34 ISTY)B5 日石刃 0.1 〈

7-35 ISTY252 H石刃 0.) 
7-36 ISTY162 咽石刃 自 0.1 
7-37 ISTYI66 日石刃 0.1 
7-3B ISTYI24 閣石刃 0.1 
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表 1 高瀬遺跡資料一覧 (3)

|図版 種名称 最 文長 (mm) 質 量 備 者

17-39 STY182 l刃 l棋院 o 
7-4 撞喜 12 4 
7-4 TY 1.1 
7-4 O.! 1.1 
7-4 Y 1.5 0.1 
7-4 <， 
7-45 rv131 1Q 旦]
7-46 Y l ~ 1.5 0.1 
7-47 STY15 0.9 0.1 
17-48 STY135 "司 4 L旦 0.2 
17-49 TY139 l主] 1.5 0.1 
17-50 STY133 l刃 0.9 0.1 
17-51 l刃 4 0.9 <0 
17-52 TY041 l刃

盤
1.1 0.1 

17-53 l刃 1.4 0.1 
(7-54 l刃 4 1.8 0.1 
18-1 l刃 2.0 0.1 
18-2 l刃 1.6 0.1 
18-3 l刃 1.6 0.1 
18-4 TY212 l刃 1.4 0.1 
18-5 STY031 l刃 1.1 <， 

18-6 ;3'] 15 4 2.3 0.2 
18-7 

SSSTTTYYY1116599 9 3 
!刃 1.5 0.2 

18-8 !刃 1.2 0.1 
18-9 i .;司 0.1 
18-10 

SSTTYY01256 8 
l刃 1.5 0.1 

18-11 l刃 1.1 0.1 
18-12 STY191 l亙 1.3 0.1 
18-13 TY184 l刃 0.9 0.1 
18-14 l刃 0.1 
18-15 l刃 1.6 0.2 
18-16 l刃 1.4 0.2 
18-17 l刃 2.2 0.2 
18-18 l刃 1.9 0.2 
18-19 l刃 1.9 0.1 
18-20 l刃 0.1 
18-21 STY114 l刃 lW 4 1.2 0.1 
18-22 TY218 l刃 ，1荏 1.4 0.1 
18-23 STY178 l刃 20 1.1 0.2 
18-24 5TY125 l刃 1.5 0.2 
18-25 5TY144 l主] 20 0.9 0.1 
18-26 STY128 l刃 21 1.8 0.2 
18-27 STY104 l刃 4 1.4 0.1 
18-28 

SSSTTTYYY1113080 2 1 咽主

l刃 21 0.2 
18-29 !刃 2， 2.0 0.2 
18-30 l刃 23 4 1.3 0.1 
18-31 5TY21 l刃 横書 24 1.6 0.2 
18-32 5TY138 E刃 3， 2.3 0.4 
18-33 l刃 5 0.8 0.1 
18-34 l刃 1.3 0.1 
18-35 l刃 1.7 0.1 
18-36 l刃 5 1.9 0.1 
18-37 5TV214 l刃 0.9 0.1 
18-38 l刃 0.2 
18-39 HV033 l刃 5 1.2 0.1 
18-40 ，TY024 l刃 1.3 0.2 
18-4 ;TV19j l刃 1.5 0.1 
18-42 打川 1.1 0.2 
18-43 2.1 0.2 
18-44 STY18") l刃 1.2 0.1 
18-45 ，TY221 l刃 1.4 1.1 
18-46 STY219 l刃 1.5 1.2 
18-47 STY161 自右刃 石 15 5 1.5 1.1 
18-48 百石刃 右 1.9 1.2 
19- 5TY113 

盟梱坦互至右亙Z刃L 
石 1.6 1.2 

19-2 |泉院石 20 5 2.2 0.2 
19-3 STY145 II.¥l昭右 0.2 
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表 1 高瀬遺跡資料一覧 (4)

|図版 種名称 |最 重量(.l備 考

19-4 !刃 1.9 1.2 
19-5 STY24日 18 1.9 J.2 
19-6 11 1.6 1.2 
19・7 18 5 ~.4 0.3 
9-8 1.3 
9-9 STY131 0.2 
9-10 
9-11 2 1.2 
9-11 STY195 

信量
18 2.0 0.3 

9-12 20 1.2 J.2 
9-13 21 2.9 ).4 

9-14 20 5 2.6 0.3 
9-15 22 2.1 0.2 
9-16 26 1.8 0.3 
9-17 l刃 27 5 1.4 0.2 
9-18 o}J 26 1.9 1.3 
9-19 l刃 1.9 0.3 
9-20 STY16日 l刃 30 1.8 0.3 
9-21 o}J 30 1.8 0.4 
9-22 ISTY143 f刃 10 1.4 0.1 
9-2句 ISTY163 1.4 0.1 
9-24 TY243 1.1 0.1 
9-25 ISTY028 1.9 0.1 
9-26 ISTY121 1.7 0.2 
自-21 ISTY118 1.2 0.1 
9-28 ISTY050 1.4 0.1 
9-29 ISTY237 15 1.8 0.2 
9-30 ISTY231 1.4 0.1 
9-31 ISTY088 6 1.0 0.1 
9-32 ISTY146 掴右刃 1.4 0.1 
9-33 ISTY156 E石刃

量意
1.3 0.2 

9-34 ISTY065 E石刃 21 2 0.3 
9-35 ISTY251 2 0.2 
9-36 ISTY036 2 0.3 
9-38 ISTY165 1.2 
9-39 ISTY039 l石 1.5 1.2 
9-39 ISTY134 l石 1.2 
9-40 ISTY11 l石 1.2 1.2 
9-41 ISTY057 l石 18 1.1 0.2 
9-42 ISTY164 l右 。;
9-43 ISTY239 l石 2 0.3 
9-44 ISTY208 l石 16 6 1.5 0.2 
9-45 ISTY14 

語審
l石 1.8 0.2 

9-46 ISTY122 l石 1.9 0.2 
9-4i ISTY196 i右 19 6 1.5 0.2 
9-48 ISTY220 刃 !石 21 1.2 0.2 
10-1 ISTY161 刃 l石 20 0.: 
0-2 ISTY111 刃 22 6 1.6 0.2 
0-3 ISTYl16 23 1.9 0.3 
0-4 ISTY260 24 2.1 0.3 
0-5 ISTY119 26 1.8 0.3 
10-6 ISTY090 35 3.1 0.8 
10-8 ISTY126 20 1.0 o 
10-9 ISTY183 1.1 0.1 
10-10 ISTY129 2.0 0.3 
10-1 ISTY020 1.6 0.3 
10-12 ISTY175 20 2.1 0.4 
10-13 ISTY035 刃 24 8 3Ji 0.7 
10-14 ISTY069 刃 25 1.9 0.4 
10-15 ISTY149 刃 2， 3.1 0.9 
10-16 ISTY171 刃 33 8 2.0 0.6 
10-1 ISTY226 刃 1.1 o 
0-18 ISTY123 刃 1.2 <0 
10-19 ISTY190 11 刃 16 1.3 0.1 
0-20 ISTY151 刃 1.1 0.1 
0-21 ISTY043 刃 2: 2 0.2 
0-22 ISTY032 掴石刃 l石 16 4 0.9 <0.1 
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表 1 高瀬遺跡資料一覧 (5)

隅汁静存 1l主壬I刃刃E 名 称

I且 +
重 量(.J 価 考

1.8 o 
110-24 1.0 。
110-25 

:112障害 4 L7 0.1 
110-26 1.1 。
110-27 2.4 
110-28 )TV091 刃 3.1 0.4 
110-29 刃 2.7 1.3 
110-30 刃 24 8 1.4 0.4 
110-37 刃 7 12 

5TY361 刃 22 3.3 0.7 

害事
1右 32 2.3 0.5 

33 3.2 0.9 
11-1 HY41 24 24 4.5 2.5 

111三2 iJ] |チャー 37 36 6.1 8.4 
11-3 5TY391 !克 |チャー 47 12 3.4 2.0 
11-4 5TY40 l刃 |チヤー 44 16 5.8 3.6 
111-5 l刃 |チャー 54 23 6.5 6.2 
11-6 E刃 |チャー 73 22 10.4 12.6 
11-7 l刃 68 39 10.5 26.0 
1'2-1 l刃 32 10 2.5 1.3 
112-2 :;TY4t8 l刃 39 24 5.5 3.6 
12-3 l刃 43 3.5 1.5 
112士4 STY381 石刃 49 20 5.5 3.4 
12-5 :;TY374 棲付右刃 59 5.9 4.2 
12-6 40 2. 5.5 5.3 
114-2 l刃 石 52 22 7.0 8.1 
12-7 i，>] 頁岩 54 14 '.3 1.2 

l刃 l石 23 3.9 2 
l刃 13 4.7 1.8 
iJ] 21 2.8 18 
l刃 30 3.3 1.9 

右刃 30 4.4 1.5 
石買 23 4.1 1.1 

TY371 石刃 36 20 5.6 3.4 
石刃 24 9 2.5 0.7 
石買 右 25 3.0 0.8 
石刃 石 42 6.5 5.2 

石 26 19 3.9 1.9 
l石 40 4.0 2.6 

SSTTYY33886 4 
l石 48 4 2.0 
l石 30 23 6.4 4.5 

SSSTTTYYY3348819 7 5 

l石 53 6.3 4 
l石 50 4.8 3.6 

l石刃 l石 43 23 9.2 3.9 
TY417 石刃 l石 38 20 3.4 2.1 
TY421 石刃 l石 34 2. 6.4 5.6 

STY423 右刃 25 12 1.9 0.6 
STY425 右刃 22 4.2 。

石刃 19 9 2.4 0.4 
石刃 46 23 6.7 5.1 

2SS立TTYY盟3409主4 4 

石刃 チヤー 39 2.8 1.0 
石刃 39 2 5.9 3.8 
右刃 45 17 7.5 5.1 

。STlYE匂4u0a6 
石刃 25 15 6.0 
l石刃 35 17 2.5 
|右刃 20 25 4.2 1.6 

SSSTTTYYY4440449 2 1 
|石刃 27 23 9.5 6.0 
|石刃 49 24 11 14 
|石刃 40 4.6 2 
|石刃 53 26 8 10 
|石刃 29 2 
|石刃 6， 21 7.9 9 
|石刃 4， 6 3.8 

STY45 |石刃 4; 25 8 8.0 
|右刃 49 24 6.9 8.6 

主S工T工Y245i3 ||石石刃刃
45 30 8 10.6 
85 45 16 4 
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表 1 高瀬遺跡資料一覧 (6)

l図版 植各肺 重量(g) 備 考

ISTY461 刃 |チャー 4' 2.4 
ISTY462 刃 |チャー 31 25 5 5.1 
ISTY463 刃 lチャー 8 7.7 
ISTY465 刃 lチャー 26 10 
ISTY466 1石刃 |チャート 20 5 
ISTY469 1石刃 |チャート 4 
ISTY475 I石刃 2， 1.0 
rY476 1石刃 |チャー 73 36 12.5 16.5 

ISTY392 1石刃 57 16 1.9 5 
ISTY407 37 11 1.8 o 

13-1 ISTY273 39 10.0 6.3 
13-2 ISTY277 42 11.8 10.1 
13-3 ISTY27: 61 29 11.0 20.8 I 
13-4 ISTY21 48 21 9.1 11 
13-5 ISTY21 61 40 15.4 44.5 
14-1 ISTY271 62 29 11.2 18.9 
14-2 ISTY276 53 21 '.4 '.4 
14-3 ISTY278 46 39 10.6 20.2 
15-1 )TV290 5C 21 13.6 10.0 
15-2 ry: 61 件ャー 56 29 6.3 13.8 
15-3 円 !88 8日 32 12.8 3.9 
16-1 rY: ~96 Fヤ 51 14 9.4 5.6 
16-2 ISTY293 47 24 5.6 5.1 
16-3 ISTY280 |チャー 58 25 6.2 6.8 
16-4 ISTY289 |チヤ 62 17 7.9 6.3 
16-5 ISTY285 67 29 11.4 20.9 
16-6 ISTY398 |チャー 64 33 10 23.9 
17-1 ISTY292 |チャー 22 16 5.8 1.9 
17-2 ISTY28 |チャー 30 22 5.9 4.3 
7-:3 ISTY283 |チャー 31 2 7.3 3.8 
17-4 ISTY294 |チヤ 38 17 6.9 4.5 
17-5 rY284 巳セ'ーー 69 34 12.9 35.4 
17-6 ISTY286 品ヤー 59 31 9.9 17.3 
17-7 ISTY282 車質 岩 44 24 6.9 5.3 
17-8 円 295 軍省 岩 46 21 8.1 7.8 

ISTY383 |棋曜 31 5.1 2.1 
ISTY271 |黒曜 35 8.5 5.4 
rY291 |チャート 33 2口 7.8 5.5 

18-1 ISTY321 器削 |黒随石 2.6 0.1 
18-2 ISTY003 

霊器童削F

|黒随 1.2 く

13-3 rY307 39 4 1.3 
18-3 ISTY051 1.4 0.1 
18-4 ISTY323 2.0 0.1 

霊器堂削1 18-5 TY002 1.4 く0
18-5 ISTY325 16 2.6 
18-7 ISTY012 i黒昭 16 2.6 0.2 
18-8 16 2.1 0.2 
18-9 4.6 0.4 
18-10 STY010 片 1.7 0.3 
18-11 |膨器 20 5 2.0 0.2 
18-12 器 20 2.0 0.2 
18-13 器商'1 2.4 0.2 
18-14 器削 19 9 1.6 0.3 
18-15 rY064 器商11 22 2.2 0.2 
18-16 STY008 器開l 2: 2.2 0.3 
18-17 ISTY329 器削 22 6 4.0 0.7 
18-18 rY018 器削 22 2.5 0.2 
18-19 ISTY258 量耳目11 22 1.5 0.3 
18-20 ISTY015 25 8 2.2 0.3 
18-21 rY017 25 2.2 0.2 
18-22 ISTY013 24 2 J.4 
18-23 ISTY331 片 26 5 2.2 0.3 
18-24 ISTYOl 25 2 0.5 
18-25 ISTY328 2.7 0.5 
18-26 ISTY326 2' 6 3.4 0.6 
118-2 ISTY016 29 4.1 】8
18-28 ISTY014 1彫器 38 4.1 0.9 
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表 1 高瀬遺跡資料一覧 (7)

I|図1188臨4-309 lI遺SSTT物YY33番2367号 lI器彫彫器器種削削

邑称 "、 重量<gl i扇 考

|嬬随司E 33 5.9 1.0 
|チャー 15 7 4.9 1.5 

118-31 |チャ 45 7 8.9 2.5 
118-32 |チャー 43 6 6.6 1.2 
118-33 |チャー 38 8 5.7 1.5 

HY424 多量普 l |掛陥壬 24 2 1.4 
件ヤー 32 6 8.9 1.6 
巳ャー 37 6 8.6 1.5 

lTY438 巳ヤー 40 12 9.1 4 
[19-1 

壁
39 23 7.3 6.0 

119-2 lTY414 41 4: 10.5 18.0 
119-3 lTY359 60 36 9.6 18.7 
119-4 ，TY472 49 23 8.! 
119-5 ;TY471 |チャー 52 29 9 13.9 
119-6 |チャー 52 36 16.1 23 

震
45 31 9.4 
30 20 5.2 3.5 
28 20 4.7 2.4 
38 26 8 8 

lチ竺ー 51 24 6.3 6.4 
120-1 4量書量 |チャー 33 28 5.6 6.1 
120-2 |チヤー 33 22 6.5 4.3 
)-3 |チャー 31 22 8.7 5.3 
)-4 ;TY348 |チャー 36 26 6.2 5.7 
)-5 ;TY347 |チャー 46 3日 7.2 9.8 
)-6 HV346 |チャート 51 25 7.6 11.0 

120-7 ;TY352 |チヤト 43 31 6.2 10.2 
120-8 |チャート 38 23 8 5.9 

121-1 STY341 

樺
50 24 11.0 12.9 

21-2 lTY340 38 21 5.4 4.8 
21-3 23 27 6 3.7 
[21-4 ヂャー 27 32 5.7 5.0 
21-5 lTY351 ヂャ 36 25 7.8 6.7 

21-6 ヂャー 24 9 5.4 1.3 
;TY416 車随主 39 23 4.6 3.3 

122-2 
S3TTYY442137 牟主尖堕翠頭

|黒院， 72 22 9.4 14.9 
22-3 lチャー 127 49 14 84.9 
22-

選遺琵墨立立主主LL 韓
59 25 12 17 

122-5 
53TTYY44112 主亙有主茎E 主

5.5 1.0 

22-4 5.1 0.7 
t3- 71 20 11.6 13.1 

[23-2 lチャート 56 19 6.2 5 

123-3 
盆EEER陸正 37 21 4.7 3.0 

123-4 62 23 7.0 '.8 
[23-5 Fャート 7日 25 12.6 18.8 

l錐斧形形
44 7 4.1 

124-1 STY431 57 39 8 2 

[24-2 STY429 49 33 9 15 

124-3 60 37 6.8 14 
47 28 8 9 

[25-1 STY440 95 72 39 73 

S55TTTYYY0010045 9 0 

!石 0.8 <0 
l石 23 1.6 。
l石 20 2.5 0.2 

TY419 l石 3: 28 6.4 5.1 

41 6 6 17.4 

STY433 25 11 2 0.4 

STY435 84 40 10.2 27.8 

ISTY436 23 29 5 

[STY437 片 チャ 43 27 7 6.1 

rY439 チャー 24 18 3.9 

ISTY444 チャー 26 39 6 6.4 

[STY445 片 チャ 29 28 6 5.6 

rY448 lチャー 2 5 2 

ISTY454 lチャー 5 35 10.: 13.9 

[STY455 片 lチャ
238 C 

2 5.4 2.9 

rY456 |チャー 3' 10.: 8 
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V: B. 寅口結ほか

表 1 高瀬造跡資料一覧 (8)

!図版害事 種名称 Illi量(.1|備 者

20 2~ 3 1.5 
ISTY459 12 2 0.8 
ISTY460 チャー 29 

26 5 3.9 
ISTY467 |チャー 4 1.4 

片 |チャー 50 1口 41.1 
ISTY470 |チャー 23 24 5 3.4 

26ー1 ISTS077 |品晒 55 7.4 3.5 
26-2 STS090 日石刃核 |岐路 42 2! 7.5 9.3 
26-3 TS085 |操磁石 65 24 7.5 12.9 
26-4 STS094 |掛幅七 66 35 12.0 18.5 

ISTS086 |巣 地右 64 02 10.8 39.8 

TS088 l掛限
428 0 

30 8.0 6.: 
9.0 3 

ISTS092 39 26 8.8 16.7 

SSTTSS00993 6 
41 2] 8.4 16.5 
39 26 6.8 5.4 

瞳
47 24 11.8 15.5 

STSII9 48 13.3 58 
41 12.5 29 

ヂャー 6 22 12.6 17 
ヂャー

ヂャー

腫26-5 ISTSI02 
ISTSI17 
ISTSI34 |チヤー

STSI35 |チャー 24 25 4 
26-6 STSI06 

震
l出櫨 58 4， 12 

ISTSI12 |出曜 51 46 6 
ISTS113 |鼎陸 69 2， 7 
TS131 |チャート 36 1.4 30.: 

チャート 31 9.: 12ι 

ISTS133 チャ ト 49 9.4 62.! 
26-] ISTS105 棋趨石 3~ 0.0 20.1 

ISTSI22 チャート 32 0.6 18 
ISTS123 |チャート 40 11.5 36.7 
STSI24 |チャート 44 25 5.8 '.3 

|チャート 34 22 13.8 10.9 
|チヤ 62 82 20.7 99.8 

華器南商IJ下p 

40 12 3.9 2.3 

222666--8 9 10 

2.8 0.1 
18 2.1 U.2 

5 
26-1 器自'1 3 

STS176 器筒11 7 7 
署毒菌11

権
25 8 1.5 1.4 

127-1 
SSTTSS00659 5 

刃 2.2 1.5 
n-2 ふJ 20 1.7 1.6 
27-3 刃

瞳
27 2.9 1.9 

D-4 33 4.1 2.2 
D-5 ISTS067 21 2.5 0.7 
27-6 ISTS07日

瞳
21 2.4 1.0 

D-7 
SSSTTTSSS011801日E 1 D-8 

D-9 |描岨 J( 48 
127-10 |撰擢 5 
127-10 ISTSI08 |石刃 |端端 5， 31 6.9 11 

STS07 1.0 j-J |揖瞳 41 2.9 
|石刃 |黒曜百 31 15 5.0 2.2 

rrssGO773 4 
20 
35 1.4 
31 1.1 

9 5.0 
4.9 

20 5.2 
|鼎随 23 7.3 5.0 
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V:S 北潟道上111官Ir下川町北町商揖ii且跡の再検討

表 1 高瀬遺跡資料一覧 (9)

図版 標葉真 種名称 最大畏(mm) |重 量( |備 者

60 30 

議
18 

30 
34 33 

標語 |石 6口 16 ).4 4.5 
25 '" 

).!) 3.U 

TS103 4 3 6.9 2 

15TSl J4 30 19 5.5 2.2 

IST51 J7 E 22 15 5.0 1.7 

IST5109 6 

ISTS136 ーヤー 23.8 10 

ISTS137 Fャー 13 5.6 

1ST ;13 |予ヤー 44 20 6.6 6.4 
|チャ 30 36 4.1 3.8 

44 19 5.3 4.6 
|チャー 50 34 6.2 12.8 

ISTS142 |チャー 46 38 7.8 12.4 

ISTSI4: |チャー 54 4.7 3.8 

ISTS144 石刃 |テセー 42 25 5.3 4.4 
ISTS145 石刃 |チャー 51 20 7.1 6.5 

ISTS146 石刃 |チャー 39 28 5.7 7 

ISTS147 石刃 |チャー 46 25 8.6 9.7 

ISTS148 石刃 |チャ 60 32 7.5 11 

ISTS149 石刃 |チャー 6; 27 8.3 15.8 

15TS150 石刃 |チャー 67 16 5.5 5.0 

ISTS151 石刃 |チヤー 59 30 13 22.5 

ISTS152 石刃 |チャー 71 36 11.7 26 

15TS153 石刃 |チャー 101 24 6.0 11.2 

ISTS154 石刃 lチャー 46 21 7.7 7.4 
15TS155 石刃 lチャー 14 31 14.5 38.3 

15T5156 石刃 |チャート 61 23 14.7 21.8 
15T5151 石刃 |チャート 41 26 9.5 9.7 

15T5158 石刃 |チャート 48 29 9.8 9.5 

15T5159 右刃 !チャート 39 22 9.4 7.3 
15T5160 石刃 |チャート 52 25 7.7 9.5 
15T5161 石刃 |チャート 60 27 9.2 9.9 

15T5162 石刃 |チャート 50 17 4.6 3.3 
15T5163 石刃 lチャート 64 18 5.9 5.7 
15T5164 石刃 |チャート 55 21 7.2 7.6 

15T5165 石刃 |チャート 55 28 5.5 9.6 

15T5166 石刃 |チャート 31 19 6.6 4.5 
15T5161 石刃 1チャート 28 17 2.7 1.4 

15TS168 |チャー 31 15 1.9 1.0 

15T5169 |チヤー 28 14 4.5 1.9 

15T5170 1チャー 76 30 10.9 24.6 

28-1 15T5030 |県地 " 3 J.3 

28-2 15T5031 34 2 ).4 
28-3 15T5059 14 1.4 
28-4 15T5003 U.7 

28-5 IST5040 1 

222888---8 6 7 際ii← 4 3 

1M品目笹 10 z 
1 5T504~ 5 1.6 0.2 

222888---9 110 1 

15T5010 16 3 

15T5047 。
15T5051 

222888--1112 3 4 
15T5021 2 

15T5014 

龍生
10 6 1.7 0.1 

28-15 
28-16 14 1.2 

28-17 15T5024 25 2.1 
28-18 15T5033 21 2.9 

28-19 15T5025 E 21 1.2 
28-20 15T5011 10 

28-21 15T5005 14 3 

28-22 15T5008 E E 14 3 
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V: B. fd口陪ほか

表 1 高瀬遺跡資料一覧 (10)

図版 稽 名称

醸
重量(g)l冊 有

28-23 咽右

28-24 
S5TT5S00613 1 

28-25 |鍋曜 3 。
28-26 

S5TTSS00317 2 
2: 

28-27 4 
28-28 9 4 
28-29 5T5017 

曜
9 4 

28-30 5T5026 i:1. 9 4 く1

28-31 T5015 10 4 1.4 

28-32 5T5007 4 0.1 

28-33 5T5062 

瞳
4 

28-34 5T5054 14 

222888--3336 7 5 
15T5039 4 1.8 0.2 

15T5066 

躍
6 2 

15T5027 10 3 

2葦謹豊2三1若圭色L 

llSSTTSS00418 4 
1.5 E 

瞳T5063 0.7 

時器
14 5 1.0 口

|謀略 16 1.4 

15T5041 18 1.3 0.1 

222888--4444 6 5 
日いS5TTSS 00 42 9 2 

18 5 1.3 0.1 

5 1.2 

い 1.5 0.2 

222888--4447 8 9 
2: 6 1.4 。

E 16 2.1 

時器
3 o 

222888--5550 2 1 
I.o 0.1 

[5T5019 E 22 2 1.3 

15T5032 日石 2.0 1.3 

28-53 15T5038 
凶目4;百コ

1.5 

28-54 [5T5050 1.6 

28-55 15T5001 2.0 

2288--556 7 際12← 1.0 1.1 
5 2.0 0.1 

農業 " 1.8 。
1.4 0.1 

23 11 4~ 
15T5179 14 8 

l1S5T7S5118106 刊I密明置.，

23 9 
多白話 民曜主 56 49 

15T5174 69 18 1.0 14 
15T5175 4 16 ;.9 3 
15T5114 民阻主 31 12 o 
15T5115 L地主 32 22 1.0 2 

15T5129 み 85 27 25 
15T5130 ーィ 70 31 22.6 
|里更~121 石 L陥， 46 38 40.5 

15T5181 5 52 98.0 

15T5183 54 85 266.1 
15T5184 95 74 59.9 417.5 
15T5185 93 73 35 244.9 
15T5186 80 73 34.8 199~ 

15T5181 53 61 25 
15T5188 57 
15T5189 65 41 20 
15T5028 
15T5034 
15T5082 1 

15T5111 .. 40 18.6 27 
15T5118 35 3: 

lll| SSSSTTTT55SS 1111 89引9202 ll|陣事量剥l片片片片

72 58 
47 69 
29 31 '.8 5.9 
5 31 15.1 22.0 

15T5193 1罰/1¥迭塁塁 44 60 15.8 26 
29-1 |表 1*1-1 1有 黒服， 79 2口 12.2 10.96 
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V:B 北海道上!IIml下川町北町高撤退跡の再検討

表 1 高瀬遺跡資料一覧 (11)

|図版 種名称

E事
軍最(.1備 者

30-1 2-4 8 30 12.1 24.35 
30-2 2-9 4 28 13.2 14.52 
1-1 2-1 97 51 307.45 
32-1 2-3 子ヤ 80 60 40 235.85 
32-2 

掌腫
子ャー 66 4' 30 89.72 

瞳
宕 53 20 6 5.52 

6: 20 11 9.66 
2-6 57 30 17.94 
2--; 36 28 8 9.19 

ト一一一一
2-8 |極官 岩 4 20 8.! 5.9 

*2-10 28 15 32.15 
ト一一一 ，2-1 70 32 22 28.85 

2-12 

亙皇石J豆室Z刃O 

76 1 7 8.59 
~2-13 56 20 13.84 
2-14 69 31 8.1 12.7日

132-4 2-15 

自著
72 28 8 15.07 

主資謹料一，2-16 石刃 11 25 12.1 29.84 
32-3 、2-1 石刃 4: 26 6 7.34 

*2-18 石刃 66 24 5 5.4 
2-19 石河 97 34 9 27.66 

ト一一一

業監禁喜
37 6.8 4.27 

←一一一 2-24 I石板

ト一一ー

ゴi:ii2222-44425678 石商両両紘面面面 l工石

信量
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